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円 （単位：円）

8報償費
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提 出 区 分
課題区分

事 業 名 障がい者自立支援体制向上事業

58,575

事

業

の

概

要

等
事業期間

目 的
（目指す姿）

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

障がい者が安心して地域で暮らすため、長野圏域の地域障がい者自立支援協議会及び長野保健福祉事
務所が設置する長野圏域障がい者総合支援センター連絡会議が行う障がい者に対する自立支援のため
の取組に対し、地域課題解決等に精通している者等をスーパーバイザーとして委嘱し指導・助言等を行う
ことにより、各地域自立支援協議会等の支援体制を向上させる。

障がい者自立支援の課題解決等のため、障がい福祉や地域課題解決に精通している者等をスーパーバ
イザーとして委嘱し、次の業務を行うことにより、地域ごとまたは圏域全体の課題解決に向けた手法・技術
等を向上させ支援体制を築く。
（1） 内容
①地域のネットワーク構築に向けた指導、調整　②相談支援事業者等のスキルアップに向けた指導　③
地域の社会資源の開発に関する援助　等
（2） 対象者　　地域障がい者自立支援協議会、障がい者総合支援センター連絡会議、市町村等職員　他

成果目標

計

当初計画額
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計画額
実績額

7,975

ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ謝金 426,000

40,000 7,975

0
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466,000 66,550 66,550 0

0

58,575

66,550

差引

ｂ ｃ ｂ－ｃ

平成29年７月 平成30年３月

節区分 主な内容

事 業 費

障がい者自立支援の課題解決に向けた手法・技術等を向上させ、各地域自立支援協議会等の支援体制
を向上させる。

平成30年 4月26日
整 理 番 号

地域振興推進費事業計画・自己評価書　

現 状 と
課 題

長野圏域の障がい者自立支援協議会は、５つの地域協議会（長野市・須高・千曲坂城・北部・小川村）に
分かれているため、圏域内の課題等を共有するため連絡会議を当所主催で開催している。
地域協議会はそれぞれ独自に活動を行っているが、関係機関とのネットワークの構築状況や相談支援事
業者のスキルなどに差があり、地域また圏域全体の課題解決等に向けて適切な指導・助言等を行える者
が必要となっている。

実 施 機 関 担
当
課

長野保健福祉事務所福祉課

026-225-9057

nagaho-fukushi@pref.nagano.lg.jp

長野保健福祉事務所
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業
実
績
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果

事 業 実 績

・スーパーバイザー派遣状況
○１回　日　　時：平成29年９月19日
　　　　　実施主体：長野市自立支援協議会
　　　　　テーマ　：障がいのある方の就労支援に
　　　　　　　　　　　ついて
　　　　　ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ：（社福）高水福祉会
　　　　　　　　　　　　　　　常務理事　丸山　哲
　　　　　参加者　：就労支援事業所等　４０名
○２回　日　　時：平成29年10月17日
　　　　　実施主体：千曲坂城地域自立支援協議会
　　　　　テーマ　：精神障がいの理解のために
　　　　　ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ：訪問看護ステーション
　　　　　　　　　　　　　　所長・看護師　鈴木　悟
　　　　　参加者　：相談支援事業所、民生児童委
　　　　　　　　　　　員等　３８名
○３回　日　　時：平成29年11月13日
　　　　　実施主体：須高地域自立支援協議会
　　　　　テーマ　：虐待防止のためのメンタルマネ
　　　　　　　　　　　ジメントを学ぶ
　　　　　ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ：㈱ＤｒｅａｍＳｅｅｄ
　　　　　　　　　　　　　　代表・精神保健福祉士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三井洋子
　　　　　参加者　：当事者家族、相談支援事業所
　　　　　　　　　　　　等　３０名
○４回　日　　時：平成30年３月1４日
　　　　　実施主体：長野圏域障がい者総合支援
　　　　　　　　　　　　センター連絡会議
　　　　　テーマ　：地域の相談支援体制と自立支援
　　　　　　　　　　　協議会のあり方を考える
　　　　　ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ：(社福)森と木統括センター
　　　　　　　　　　　　　　長　岸田　隆　他４名
　　　　　参加者　：市町村、相談支援事業所、療育
　　　　　　　　　　　ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ等　５０名

・各地域で直面する課題（障がい者就
　労支援体制、精神障がい者への対
　応、家族が支援者のメンタルヘルス）
　の検討の場において、派遣したスー
　パーバイザーによる具体的な事例を
　交え指導・助言等を通じて、課題解
　決につながる勉強会となった。

・障がい者支援のため、相談支援に
　関わる事業者やコーディネーター等
　がネットワーク構築に向け意見交換
　等を行い、それに対しスーパーバイ
　ザーがアドバイスを行うことで関係
　者のスキルアップに寄与した。

・当事業を実施することにより、各地域の障がい者支援に携わる関係者等はスーパーバイザー
　の指導・助言等を受けて体得した手法・技術等を生かし、地域の直面するネットワーク構築や
　相談支援等に係る課題の解決が図られるとともに、その経験は今後の地域の糧となることが
　期待される。
・各地域自立支援協議会等は、派遣されたスーパーバイザーと今後も引き続き地域の課題解
　決等に向けて、連携及び協力・支援が受けられる関係づくりを構築していく。

評 価事 業 の 成 果

今後の方向性

 期待以上

 期待どおり

 やや下回る

 期待以下


